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この発表で述べること

● 会全体の趣旨

● 関連するプロジェクト (LAJaR) の概要

○ WALS Online について

○ 日琉諸語について

○ マイクロ類型論アーカイブの活用について

○ 研究手法

● LAJaRの技術的な紹介 (宮川)
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会全体の趣旨

● LAJaR プロジェクト: Language Atlas of Japanese and Ryukyuan (代表: 宮川)

○ WALS Online①の日琉諸語版②を作り、データ駆動型マイクロ類型論③を支援（加藤の発表）

○ データセットおよびインタラクティブな地図を公開（宮川の発表）

● 品川先生、李先生

○ バントゥ諸語でマイクロ類型論データセットを作成
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方法論・課題を共有
してもらう



WALS Online①の

日琉諸語版②を作り、

データ駆動型マイクロ類型論③を支援
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WALS (World Atlas of Language Structure) Online

● https://wals.info/

● 世界の言語の類型特徴を集積し、インタラクティブな地図上に可視化

● それぞれの特徴について簡単に解説

● データはGitHub (https://github.com/cldf-datasets/wals) で公開
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WALS Online①の

日琉諸語版②を作り、

データ駆動型マイクロ類型論③を支援
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ペラール(2016)

日琉諸語
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なぜ日琉諸語の新しいデータベースを作る必要が？

● 類型的多様性もあり、研究も蓄積されているが、WALSには未反映
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類型的多様性の例：母音の数
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類型的多様性の例：母音の数
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方言 母音数 文献

日本語南部野辺地 7 Nakagawa(2022)

日本語東京 5 Shibatani (1990)

日本語椎葉 5 Shimoji and Hirosawa (2022)

奄美語喜界島上嘉鉄 10 白田 (2016)

奄美語奄美大島湯湾 7 Niinaga (2014)

奄美語徳之島伊仙 7 Kato (2022)

沖縄語沖縄本島金武 5 Tamamoto (2022)

方言 母音数 文献

沖縄語沖縄本島糸満 5 発表者データ

宮古語伊良部島長浜 3~6 Shimoji (2017)

宮古語大神島 5 Pellard (2009)

八重山語石垣島白保 6 占部 (2022a)

八重山語波照間 7 麻生 (2020)

八重山語西表島船浮 6 占部 (2018)

与那国語 3~5 山田・Pellard・下地(2013)

※全然exhaustiveではありません
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どのようなインパクトが期待できるか？

● データ駆動型の

○ 蓄積されたデータを基に仮説を立てる

● マイクロ類型論研究

○ 占部由子(2022): 「琉球諸語の形容詞重複形を対象とし，記述研究を用いた通方言的な比較に
よって，それが担いうる機能には動詞修飾，名詞修飾，叙述という階層が見いだせることを
指摘する」

○ 品川先生・李先生のご発表
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プロジェクトの研究手法

1. WALS の項目にLAJaR独自の項目を追加

○ アクセント型はどのような体系か（n+1型、三型、二型… etc.）

○ 語頭のp音を保持しているか

2. 既存の文法記述から特徴を抽出

3. デジタルアーカイブ・インタラクティブマップとして公開
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方法論上の課題

● データをどのように解釈するか？

○ e.g. 音素の数はいくつ？

● 「面白くないこと」は論文として公表されづらい

● 項目の選定はどうする？
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